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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第５期

第３四半期連結
累計期間

第６期
第３四半期連結
累計期間

第５期
第３四半期連結
会計期間

第６期
第３四半期連結
会計期間

第５期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高 （千円） 13,277,22810,930,7374,541,8903,610,10417,435,852

経常損失（△） （千円） △1,749,404△650,337△398,935△72,628△1,897,507

四半期（当期）純損失

（△）
（千円） △1,800,021△966,350△379,712△98,080△1,866,089

純資産額 （千円） － － 3,712,8652,887,9403,673,262

総資産額 （千円） － － 13,604,41211,224,28912,970,753

１株当たり純資産額 （円） － － 48.38 27.37 47.32

１株当たり四半期（当

期）純損失（△）
（円） △37.38 △20.07 △7.89 △2.04 △38.76

潜在株式調整後１株当た

り四半期（当期）純利益
（円）     － －     －     － －

自己資本比率 （％） － － 17.1 11.7 17.6

営業活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） 234,461△206,995 － － 270,342

投資活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） △1,116,52231,328 － － △1,069,731

財務活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） △88,446△727,121 － － △287,933

現金及び現金同等物の四

半期末（期末）残高
（千円） － － 1,770,821951,4981,853,555

従業員数 （人） － － 262 244 263

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式は存在しますが１株当たり四半期（当期）純

損失であるため記載しておりません。

 

EDINET提出書類

セブンシーズホールディングス株式会社(E05443)

四半期報告書

 2/33



２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な変更は

ありません。また主要な関係会社における異動はありません。

　

３【関係会社の状況】

  当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 244 (49)

（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。）は、当第３四

半期連結会計期間の平均人員を（ ）外数で記載しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 19 

（注）　従業員数は就業人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

　当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
　　至　平成21年12月31日）

前年同四半期比（％）

メディア事業（千円） 1,628,145 83.8

ＩＴ事業（千円） 257,333 90.2

マーケティング事業（千円） 757,832 57.4

合計（千円） 2,643,310 74.5

（注）１　セグメント間の取引については相殺消去しております。

２　金額は、販売価格によっております。

３　金額には、消費税等は含まれておりません。

(2) 受注状況

　当第３四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
受注高
（千円）

前年同四半期比
（％）　

受注残高
（千円）

前年同四半期比
（％）　

ＩＴ事業 192,176 88.8 27,956 73.3

マーケティング事業 851,509 62.1  － －

合計 1,043,685 65.8 27,956 73.3

（注）１　セグメント間の取引については相殺消去しております。

２　金額は、販売価格によっております。

３　金額には、消費税等は含まれておりません。

(3) 販売実績

　当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）　

前年同四半期比（％）

メディア事業（千円） 2,370,295 86.1

ＩＴ事業（千円） 388,099 93.5

マーケティング事業（千円） 851,709 62.0

合計（千円） 3,610,104 79.5

（注）１　セグメント間の取引については相殺消去しております。

２　前第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売

実績の総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

相手先

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

金額（千円） 割合（％） 　金額（千円）　　 割合（％）　

日本出版販売㈱ 693,580 15.3 687,806 19.1

㈱トーハン 583,141 12.8 546,451 15.1

㈱ＤＨＣ 1,005,658 22.1 430,369 11.9

３　金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクまたは、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　なお、文中における将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものでありま

す。　

　継続企業の前提に関する重要事象等

　当社グループは、平成20年３月期には営業損失421百万円及び当期純損失2,608百万円を計上し、前連結会計年度に

は営業活動によるキャッシュ・フローはプラスとなったものの、営業損失547百万円及び当期純損失1,866百万円を

計上いたしました。当３四半期連結累計期間おきましても、営業損失434百万円、四半期純損失966百万円を計上して

いることから、継続企業の前提に関する重要事象等が存在しております。

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

(1) 業績の状況

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、中国をはじめとした新興国への輸出が回復傾向にあり、一部

景気は持ち直しつつある一方、依然として雇用情勢や内需回復への不透明感がみられる中推移しました。

　また、出版業界におきましては、出版科学研究所によると2009年の出版物（書籍と雑誌）の推定販売金額は前年

比4.1%減の１兆9356億円と、1988年以来、21年ぶりに２兆円を下回り、今後も厳しい状況が続くものとみられま

す。

　このような厳しい経営環境の中、当社グループにおいては、継続的なコスト削減と広告売上減少を補うべく積極

的な事業活動を展開した結果、当第３四半期連結会計期間における連結売上高は3,610百万円（前年同四半期比

20.5％減）となりました。また、損益につきましては、営業損失は30百万円（前年同四半期は営業損失31百万円）

となり、経常損失は72百万円（前年同四半期は経常損失398百万円）となりました。第３四半期純損失は98百万円

（前年同四半期は四半期純損失379百万円）となりました。 

　事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

　（メディア事業）

　主要媒体において、Webをはじめとした他媒体とのクロスメディアでの展開や、実売部数を増加させる試みをし、

趣味系を中心とした雑誌の販売は堅調に推移いたしましたが、景気減速により広告収入が減収となったことから

売上高は2,370百万円（前年同四半期比13.9％減）となりました。

　（ＩＴ事業）

　受託開発の売上は縮小傾向でありますが、iPhone向け携帯アプリケーション開発代行サービス、データセンター

事業並びにモバイルカード決済端末事業は堅調に推移いたしました。その結果、売上高は388百万円（前年同四半

期比6.5％減）となりました。

　（マーケティング事業）

　市場調査業務に関しては、海外クライアントからの受注が回復基調にあり、概ね計画通り推移いたしました。ま

た、メディア事業と連携して行っているカスタムパブリッシングが順調に受注及び売上を伸ばしております。一

方で、広告代理店業務に関しては、受注が景気減速により減少いたしました。その結果、売上高は851百万円（前年

同四半期比38.0％減）となりました。 
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(2) キャッシュ・フローの状況

  当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、当第2四半期連結会計期間末に比べて373百

万減少し、951百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　当第３四半期連結会計期間における営業活動の結果、減少した資金は203百万円（前年同四半期は193百万円の

減少）となりました。これは主に売上債権が増加したことによります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　当第３四半期連結会計期間における投資活動の結果、減少した資金は4百万円（前年同四半期は63百万円の減

少）となりました。これは主に有形固定資産取得による支出によるものであります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　当第３四半期連結会計期間における財務活動の結果、減少した資金は162百万円（前年同四半期は39百万の減

少）となりました。これは主に短期借入金の増減及び長期借入金の返済による支出によるものであります。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。　

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間における当社グループの研究開発費の総額は５百万円であります。なお、当第３四半

期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　

(5) 事業等のリスクに記載した重要事象等への分析・検討内容および当該重要事象等を解消し、または改善するため

の対応策

　当社グループは、「２　事業等のリスク　継続企業の前提に関する重要事象等」に記載の通り、継続企業の前提に重

要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しておりますが、当該重要事象等を解消すべく、以下のとおり対

応しております。

　

①メディア事業

　読者ニーズをより的確に把握し、特定戦略分野での集中的媒体数増加によるマーケットシェア拡大を図る一方、

販売予測精度を向上させることで、損益に重要な影響をもたらす返品率を下げるとともに、媒体制作における原

価及び流通コストの削減に努めております。加えて、既存の出版ノウハウを活かし、出版に関する受託業務を展開

してまいります。

　

②ＩＴ事業

　従来のシステム開発受託に加え、新規ビジネスとしてiPhoneアプリケーション開発代行サービスの販売を開始

し、新たな事業形態を実行しております。なお、データセンター業およびモバイルカード決済業においては、固定

費の削減効果が寄与し、第２四半期連結累計期間より黒字化しており、更なる収益向上に向け、新規顧客の獲得を

行ってまいります。

　

③マーケティング事業

　メディア事業との連携によるカスタムパブリッシング業務の提供を開始し、受注高も順調に増加しており、当第

３四半期連結会計期間より業績に寄与しております。当該業務の拡充を図るべく、社内体制の整備及び営業の強

化を行ってまいります。

　

④経費削減

　引き続き経費全般について全面的な見直しを行い、固定費の圧縮を実施しております。

　

　上記の施策を講じることにより、収益性の改善を図っております。従いまして、継続企業の前提に関する重要な

不確実性は認められないものと判断しておりますので、四半期連結財務諸表において、継続企業の前提に関する

注記は記載しておりません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はございません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあ

りません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 150,000,000

計 150,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 62,994,620 62,994,620
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数は、1,000株

であります。

計 62,994,620 62,994,620 － －
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（２）【新株予約権等の状況】

　旧商法に基づき、以下の新株予約権を発行しております。

①株主総会決議日（平成17年６月29日）

 
第３四半期会計期間末現在
（平成21年12月31日）

新株予約権の数（個）  677（注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式　単元株式数1,000株

新株予約権の目的となる株式の数（株） 677,000

新株予約権の行使時の払込金額（円）
普通株式１株につき386円

（注）３

新株予約権の行使期間
平成19年７月１日から

平成24年６月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発

行価格及び資本組入額（円）

１株の発行価格　　　 金386円

１株の資本組入額　　 金193円

新株予約権の行使の条件

　新株予約権を受けた当社及び当社子会社の取締役及び従

業員は、権利行使時において当社及び当社子会社の取締役

及び従業員の地位にあることを要する。ただし、任期満了

による退任、定年退職、その他取締役会が認める正当な事

由のある場合には、この限りではない。

　その他の条件については、取締役会決議に基づき、当社と

新株予約権者との間で締結する「新株予約権割当契約」

に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
　本新株予約権の譲渡については、当社取締役会の承認を

要するものとする。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

　（注）１　新株予約権１個につき目的となる株式数は、1,000株であります。

２　平成17年８月17日に開催された取締役会決議によるものであります。

３　当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により１株当たり払込金額を調整し、調整の結果生じる

１株未満の端数は切り捨てるものとする。

調整後払込価額 ＝調整前払込価額 ×
１

分割または併合の比率

当社が他社と吸収合併もしくは新設合併を行い本件新株予約権が承継される場合、または他社と株式交換を

行い完全親会社となる場合、または新設分割もしくは吸収分割を行う場合、払込金額を調整することができ、

調整の結果生じる１株未満の端数は切り上げるものとする。

時価を下回る払込金額で普通株式を新たに発行または自己株式を処分（新株予約権の行使により新株式を

発行する場合を除く）する場合、次の算式により１株当たり払込金額を調整し、調整による１円未満の端数

は切り上げるものとする。

なお、次の算式において、「既発行株式数」には、自己株式として保有する当社普通株式の数は含まないもの

とし、自己株式を処分する場合には「新規発行株式数」を「処分する自己株式数」に、「新規発行前の株

価」を「処分前の株価」に読み替えるものとする。

    
既発行株式数＋

新規発行株式数 × １株当たり払込金額

調整後

行使価額
＝
調整前

行使価額
×

新規発行前の株価

既発行株式数 ＋ 新規発行株式数
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②株主総会決議日（平成17年６月29日）

 
第３四半期会計期間末現在
（平成21年12月31日）

新株予約権の数（個） 111（注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式　単元株式数1,000株

新株予約権の目的となる株式の数（株） 111,000

新株予約権の行使時の払込金額（円）
普通株式１株につき406円

（注）３

新株予約権の行使期間
平成19年７月１日から

平成24年６月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発

行価格及び資本組入額（円）

１株の発行価格　　　 金406円

１株の資本組入額　　 金203円

新株予約権の行使の条件

　新株予約権を受けた当社及び当社子会社の取締役及び従

業員は、権利行使時において当社及び当社子会社の取締役

及び従業員の地位にあることを要する。ただし、任期満了

による退任、定年退職、その他取締役会が認める正当な事

由のある場合には、この限りではない。

　その他の条件については、取締役会決議に基づき、当社と

新株予約権者との間で締結する「新株予約権割当契約」

に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
　本新株予約権の譲渡については、当社取締役会の承認を

要するものとする。

代用払込みに関する事項  －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項  －

　（注）１　新株予約権１個につき目的となる株式数は、1,000株であります。

２　平成17年８月29日に開催された取締役会決議によるものであります。

３　当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により１株当たり払込金額を調整し、調整の結果生じる

１株未満の端数は切り捨てるものとする。

調整後行使価額 ＝調整前行使価額 ×
１

分割または併合の比率

当社が他社と吸収合併もしくは新設合併を行い本件新株予約権が承継される場合、または他社と株式交換を

行い完全親会社となる場合、または新設分割もしくは吸収分割を行う場合、払込金額を調整することができ、

調整の結果生じる１株未満の端数は切り上げるものとする。

時価を下回る払込金額で普通株式を新たに発行または自己株式の処分（新株予約権の行使により新株式を

発行する場合を除く）する場合、次の算式により１株当たり払込金額を調整し、調整の結果生じる１円未満

の端数は切り上げるものとする。

なお、次の算式において、「既発行株式数」には、自己株式として保有する当社普通株式の数は含まないもの

とし、自己株式を処分する場合には「新規発行株式数」を「処分する自己株式数」に、「新規発行前の株

価」を「処分前の株価」に読み替えるものとする。

    
既発行株式数＋

新規発行株式数 × １株当たり払込金額

調整後

行使価額
＝
調整前

行使価額
×

新規発行前の株価

既発行株式数 ＋ 新規発行株式数
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会社法に基づき、以下の新株予約権を発行しております。

③株主総会決議日（平成21年６月25日）

 
第３四半期会計期間末現在
（平成21年12月31日）

新株予約権の数（個） 1,000（注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 当社普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 1,000,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） 普通株式１株につき47円（注）３　

新株予約権の行使期間
平成23年７月１日から

平成25年６月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発

行価格及び資本組入額（円）

１株の発行価格　　　 金47円

１株の資本組入額　　 金24円

新株予約権の行使の条件

　新株予約権の割当てを受けた者は、権利行使時において、

当社の取締役の地位を保有していることを要する。

　その他の条件については、取締役会決議に基づき、当社と

新株予約権者との間で締結する「新株予約権割当契約」

に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項 　当社取締役会の承認を要するものとする。

代用払込みに関する事項  －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項  －

（注）１　新株予約権１個につき目的となる株式数は1,000株であります。

２　平成21年６月25日に開催された取締役会の決議によるものであります。

３　当社が株式分割または株式併合を行う場合には、次の算式により行使金額を調整し、調整により生じる１円未

満の端数は切り上げる。

調整後払込金額 ＝調整前払込金額 ×
１

分割または併合の比率

当社が他社と吸収合併もしくは新設合併を行い本件新株予約権が承継される場合、または他社と株式交換を

行い完全親会社となる場合、または新設分割もしくは吸収分割を行う場合、払込金額を調整することができ、

調整の結果生じる１株未満の端数は切り上げるものとする。

時価を下回る払込金額で新株式を発行または自己株式の処分を行う場合（新株予約権の行使により新株を

発行する場合を除く）は、次の算式により行使金額を調整し、調整による１円未満の端数は切り上げる。

なお、次の算式において、「既発行株式数」には、自己株式として保有する当社普通株式の数は含まないもの

とし、自己株式を処分する場合には「新規発行株式数」を「処分する自己株式数」に、「新規発行前の株

価」を「処分前の株価」に読み替えるものとする。

    
既発行株式数＋

新規発行株式数 × １株当たり払込金額

調整後

行使価額
＝
調整前

行使価額
×

新規発行前の株価

既発行株式数 ＋ 新規発行株式数
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（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
 
（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年10月１日～

平成21年12月31日
－ 62,994,620 － 3,461,832 － 1,617,402

 
（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
　

（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成21年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成21年12月31日現在
区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式   14,845,000
― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式   48,113,000 48,113 ―

単元未満株式 普通株式       36,620 ―
一単元(1,000株)

未満の株式

発行済株式総数 62,994,620 ― ―

総株主の議決権 ― 48,113 ―

　（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権1個）含ま

れております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式53株が含まれております。

３　上記の他、当第３四半期会計期間において自己株式440株を取得しております。 

②【自己株式等】

 平成21年12月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

セブンシーズホー

ルディングス㈱

東京都新宿区神楽

坂６－59
14,845,000 ―　　 14,845,000 23.56

計 ― 14,845,000 ―　 14,845,000 23.56

　（注）上記の他、当第３四半期会計期間において自己株式440株を取得しております。

EDINET提出書類

セブンシーズホールディングス株式会社(E05443)

四半期報告書

12/33



　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 38 44 70 67 79 66 58 43 50

最低（円） 29 31 36 43 49 47 39 28 30

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部における株価を記載しております。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表については才和監査法人による四半期レビューを受け、また、当第３四半期連結会計期間（平成21年

10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日ま

で）に係る四半期連結財務諸表については才和有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、才和有限責任監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成21年８月１日をもって、才和監査法人から名称を

変更しております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,981,125 2,806,114

受取手形及び売掛金 4,562,317 4,666,132

有価証券 － 21,694

商品及び製品 262,777 264,596

仕掛品 20,722 30,984

原材料及び貯蔵品 1,053 803

未収入金 85,984 76,907

未収還付法人税等 17,698 35,202

返品債権特別勘定引当金 △769,559 △698,756

短期貸付金 124,856 172,694

その他 301,723 474,567

貸倒引当金 △60,499 △58,925

流動資産合計 6,528,200 7,792,014

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,134,489 1,220,085

土地 465,000 469,582

その他（純額） 252,277 289,460

有形固定資産合計 ※1
 1,851,766

※1
 1,979,128

無形固定資産

のれん 1,326,347 1,638,271

その他 98,905 109,464

無形固定資産合計 1,425,252 1,747,735

投資その他の資産

投資有価証券 107,102 151,700

賃貸資産（純額） 670,929 690,690

長期貸付金 405,384 445,714

破産更生債権等 125,414 109,242

その他 290,404 240,764

貸倒引当金 △180,165 △186,238

投資その他の資産合計 1,419,069 1,451,874

固定資産合計 4,696,088 5,178,738

資産合計 11,224,289 12,970,753
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,708,773 2,784,232

短期借入金 3,275,000 3,659,000

１年内返済予定の長期借入金 420,413 444,124

未払費用 682,040 725,440

未払法人税等 4,574 5,189

賞与引当金 14,688 42,507

返品調整引当金 121,000 178,000

その他 194,658 252,377

流動負債合計 7,421,148 8,090,870

固定負債

長期借入金 483,352 804,456

退職給付引当金 82,754 68,768

役員退職慰労引当金 309,221 293,698

その他 39,873 39,696

固定負債合計 915,201 1,206,620

負債合計 8,336,349 9,297,490

純資産の部

株主資本

資本金 3,461,832 3,461,832

資本剰余金 3,188,742 5,541,741

利益剰余金 △2,466,447 △3,853,095

自己株式 △2,868,444 △2,868,416

株主資本合計 1,315,682 2,282,061

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △13,413 △11,790

繰延ヘッジ損益 △825 △1,992

為替換算調整勘定 16,556 10,391

評価・換算差額等合計 2,317 △3,391

新株予約権 9,056 －

少数株主持分 1,560,884 1,394,593

純資産合計 2,887,940 3,673,262

負債純資産合計 11,224,289 12,970,753
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 13,277,228 10,930,737

売上原価 10,425,560 8,656,282

売上総利益 2,851,668 2,274,455

販売費及び一般管理費

貸倒引当金繰入額 33,958 19,645

給料及び手当 756,476 693,583

賞与引当金繰入額 5,454 6,668

退職給付費用 12,285 10,004

役員退職慰労引当金繰入額 15,946 15,523

返品債権特別勘定引当金繰入額 180,825 70,803

その他 2,224,779 1,893,052

販売費及び一般管理費合計 3,229,727 2,709,281

営業損失（△） △378,058 △434,826

営業外収益

受取利息 13,685 18,646

受取配当金 3,985 1,246

受取賃貸料 31,828 36,006

有価証券運用益 － 25,883

古紙売却益 26,400 11,820

その他 28,464 25,909

営業外収益合計 104,364 119,512

営業外費用

支払利息 117,766 121,905

賃貸費用 98,429 77,555

為替差損 152,723 111,102

有価証券運用損 906,554 －

投資事業組合運用損 191,563 17,569

その他 8,673 6,890

営業外費用合計 1,475,710 335,024

経常損失（△） △1,749,404 △650,337

特別利益

投資有価証券売却益 9,433 92

固定資産売却益 467 －

貸倒引当金戻入額 － 21,413

関係会社株式売却益 142,474 －

新株予約権戻入益 49,494 －

過年度事業税還付額 12,791 －

受取設備負担金 － 19,450

特別利益合計 214,661 40,956
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

特別損失

固定資産売却損 253 4,442

固定資産除却損 9,988 11,027

たな卸資産処分損 7,851 13,454

投資有価証券売却損 1,184 1,843

投資有価証券評価損 50,069 7,799

減損損失 － 34,522

持分変動損失 － 323,846

貸倒引当金繰入額 84,730 881

賃貸借契約解約損 － 53,266

その他 10,572 12,720

特別損失合計 164,652 463,804

税金等調整前四半期純損失（△） △1,699,394 △1,073,186

法人税、住民税及び事業税 150,477 3,963

法人税等還付税額 － △13,296

法人税等調整額 △1,019 △6,758

法人税等合計 149,458 △16,092

少数株主損失（△） △48,831 △90,743

四半期純損失（△） △1,800,021 △966,350
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 4,541,890 3,610,104

売上原価 3,427,593 2,758,811

売上総利益 1,114,296 851,293

販売費及び一般管理費

貸倒引当金繰入額 7,680 9,376

給料及び手当 246,244 214,755

賞与引当金繰入額 5,454 6,668

退職給付費用 3,129 2,979

役員退職慰労引当金繰入額 5,273 5,135

返品債権特別勘定引当金繰入額 182,541 42,396

その他 695,838 600,409

販売費及び一般管理費合計 1,146,163 881,722

営業損失（△） △31,866 △30,428

営業外収益

受取利息 6,923 5,631

受取配当金 291 231

受取賃貸料 10,180 12,687

有価証券運用益 3,114 －

保険解約返戻金 － 11,950

古紙売却益 8,091 3,894

その他 998 3,981

営業外収益合計 29,600 38,377

営業外費用

支払利息 45,618 41,756

賃貸費用 32,639 22,418

為替差損 216,595 5,637

有価証券運用損 － 7,905

投資事業組合運用損 92,468 2,382

その他 9,346 476

営業外費用合計 396,668 80,577

経常損失（△） △398,935 △72,628

特別利益

投資有価証券売却益 － 47

関係会社株式売却益 27,000 －

受取設備負担金 － 19,450

特別利益合計 27,000 19,497
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（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

特別損失

固定資産除却損 8,549 4

たな卸資産処分損 － 13,454

投資有価証券売却損 205 －

投資有価証券評価損 2,354 2,321

貸倒引当金繰入額 19,761 －

賃貸借契約解約損 － 53,266

その他 － 1,160

特別損失合計 30,871 70,208

税金等調整前四半期純損失（△） △402,806 △123,339

法人税、住民税及び事業税 62,837 △1,613

法人税等調整額 8,427 6,517

法人税等合計 71,265 4,904

少数株主損失（△） △94,359 △30,162

四半期純損失（△） △379,712 △98,080
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △1,699,394 △1,073,186

減価償却費 181,767 146,421

減損損失 － 34,522

のれん償却額 305,120 236,960

貸倒引当金の増減額（△は減少） 106,615 △4,499

返品債権特別勘定引当金の増減額（△は減少） 180,825 70,803

賞与引当金の増減額（△は減少） △31,653 △27,819

返品調整引当金の増減額（△は減少） 1,882 △57,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 13,184 13,985

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 15,946 15,523

受取利息及び受取配当金 △17,671 △19,892

受取賃貸料 △31,828 △36,006

支払利息 117,766 121,905

賃貸費用 98,429 77,555

有価証券運用損益（△は益） 906,554 △25,883

為替差損益（△は益） 152,723 －

その他の営業外損益（△は益） 136,698 △11,473

投資有価証券売却益 △9,433 △92

関係会社株式売却損益（△は益） △142,474 －

その他の特別利益 △62,753 －

投資有価証券売却損 1,184 1,843

投資有価証券評価損 50,069 7,799

その他の特別損失 20,815 15,470

持分変動損益（△は益） － 323,846

売上債権の増減額（△は増加） △220,491 123,905

たな卸資産の増減額（△は増加） △71,617 11,831

仕入債務の増減額（△は減少） △11,117 △75,385

未払又は未収消費税等の増減額 66,799 3,013

その他 156,269 63,209

小計 214,217 △62,642

利息及び配当金の受取額 17,974 17,371

賃貸料の受取額 31,828 36,006

供託金の返還額 219,770 －

利息の支払額 △134,184 △112,126

賃貸費用の支払額 △79,435 △61,676

賃貸借契約解約支払額 － △53,266

法人税等の還付額 95,745 48,777

法人税等の支払額 △131,455 △19,437

営業活動によるキャッシュ・フロー 234,461 △206,995
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △23,764 △230,656

定期預金の払戻による収入 － 170,639

有形固定資産の取得による支出 △250,363 △41,020

有形固定資産の売却による収入 10,149 14,064

無形固定資産の取得による支出 △13,176 △4,091

有価証券の取得による支出 △1,093,213 △2,370,230

有価証券の売却による収入 152,659 2,401,475

投資有価証券の売却による収入 328,658 7,223

関係会社株式の取得による支出 △5,178 －

関係会社株式の売却による収入 11,644 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

5,329 －

貸付けによる支出 △352,090 －

貸付金の回収による収入 108,487 68,917

設備負担金による収入 － 19,450

その他 4,334 △4,442

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,116,522 31,328

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少) 303,820 △384,000

長期借入れによる収入 120,000 15,000

長期借入金の返済による支出 △337,225 △358,093

社債の償還による支出 △175,000 －

自己株式の取得による支出 △34 △28

配当金の支払額 △6 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △88,446 △727,121

現金及び現金同等物に係る換算差額 △25,267 731

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △995,774 △902,057

現金及び現金同等物の期首残高 2,766,596 1,853,555

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,770,821

※
 951,498

EDINET提出書類

セブンシーズホールディングス株式会社(E05443)

四半期報告書

22/33



【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

該当事項はありません。

 

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

（四半期連結貸借対照表）

　「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令第

50号）の適用に伴い、前第３四半期連結累計期間において、「商品」「製品」「原材料」として掲記されていたものは、

当第３四半期連結累計期間から「商品及び製品」「原材料及び貯蔵品」に区分掲記しております。　

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

（四半期連結貸借対照表）

　「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令第

50号）の適用に伴い、前第３四半期連結会計期間において、「商品」「製品」「原材料」として掲記されていたものは、

当第３四半期連結会計期間から「商品及び製品」「原材料及び貯蔵品」に区分掲記しております。　

　

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１．固定資産の減価償却費の

算定方法

  定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按

分して算定する方法によっております。

２．法人税等ならびに繰延税

金資産及び繰延税金負債の

算定方法

  繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境に著

しい変化が生じておらず、かつ、一時差異等の発生状況に大幅な変動がないと認められる

ので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利

用する方法によっております。

３．棚卸資産の評価方法   当第３四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関して、実地棚卸を省略し前連

結会計年度に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。また、

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却

価額を見積り、簿価切下げを行っております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１　減価償却累計額

　有形固定資産から控除した減価償却累計額は

655,099千円であります。

※１　減価償却累計額

　有形固定資産から控除した減価償却累計額は

547,109千円であります。

　２　保証債務 　２　保証債務

 　   下記関係会社以外の金融機関からの借入金に対して

次の通り保証を行っております。

㈱スターブレーン 50,000千円

㈱エクシード 45,000千円

 　　 下記関係会社以外のリース契約における支払債務に

対して次の通り保証を行っております。

　㈱ファイブセンス 24,220千円

 　   下記関係会社以外の金融機関からの借入金に対して

次の通り保証を行っております。

㈱スターブレーン 50,000千円

㈱エクシード 45,000千円

 　　 下記関係会社以外のリース契約における支払債務に

対して次の通り保証を行っております。

㈱ファイブセンス 31,773千円

　３　当座貸越契約

　当座貸越契約に係る貸出未実行残高は次のとおりで

あります。

　３　当座貸越契約

　当座貸越契約に係る貸出未実行残高は次のとおりで

あります。

当座貸越極度額 295,000千円

貸出実行残高 127,000千円

差引額 168,000千円

当座貸越極度額 295,000千円

貸出実行残高 156,000千円

差引額 139,000千円

　　  なお、上記当座貸越契約においては、信用状態等に関

する審査を貸出実行の条件としているものが含まれ

ているため、必ずしも全額が実行されるものではあり

ません。

　　  なお、上記当座貸越契約においては、信用状態等に関

する審査を貸出実行の条件としているものが含まれ

ているため、必ずしも全額が実行されるものではあり

ません。

　４　当座借越契約

　当座借越契約に係る借入未実行残高は次のとおりで

あります。

　４　当座借越契約

　当座借越契約に係る借入未実行残高は次のとおりで

あります。

当座借越極度額 300,000千円

借入実行残高 250,000千円

差引額 50,000千円

当座借越極度額 1,200,000千円

借入実行残高 1,015,000千円

差引額 185,000千円
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（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

　記載すべき事項はありません。 　記載すべき事項はありません。

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

　記載すべき事項はありません。 　記載すべき事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在）

現金及び預金勘定            2,600,449千円

預入期間が３ヶ月超の定期預金 △886,558千円

有価証券勘定 71,285千円

外国投資信託以外の有価証券 △14,355千円

現金及び現金同等物 1,770,821千円

現金及び預金勘定            1,981,125千円

預入期間が３ヶ月超の定期預金 △1,029,627千円

現金及び現金同等物 951,498千円

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 　62,994千株

　

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 　14,845千株

 

３．新株予約権等に関する事項

ストック・オプションとしての新株予約権

新株予約権の四半期連結会計期間末残高　 親会社　9,056千円

 

４．配当に関する事項

該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 
メディア事業

　　
(千円）

ＩＴ事業
（千円）

マーケティン
グ事業 
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
 (千円）

連結
（千円）

売上高                         

(1）外部顧客に対する売上高 2,751,858415,2701,374,7614,541,890 － 4,541,890

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高
47,061 28,368 6,900 82,329(82,329)    －

計 2,798,919443,6381,381,6614,624,219(82,329)4,541,890

営業利益又は営業損失（△） 76,595 3,955 △56,352 24,198(56,065)△31,866

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 
メディア事業

　　
(千円）

ＩＴ事業
（千円）

マーケティン
グ事業 
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
 (千円）

連結
（千円）

売上高                         

(1）外部顧客に対する売上高 2,370,295388,099 851,7093,610,104 － 3,610,104

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高
56,400 19,554 5,400 81,354(81,354)    －

計 2,426,695407,653 857,1093,691,458(81,354)3,610,104

営業利益又は営業損失（△） 28,673 18,187 △17,430 29,431(59,860)△30,428

前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 
メディア事業

　　
(千円）

ＩＴ事業
（千円）

マーケティン
グ事業 
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
 (千円）

連結
（千円）

売上高                         

(1）外部顧客に対する売上高 7,300,3741,212,0194,764,83413,277,228－ 13,277,228

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高
159,50067,768 23,700250,968(250,968)－

計 7,459,8741,279,7874,788,53413,528,196(250,968)13,277,228

営業利益又は営業損失（△） 6,205△40,713 △137,782△172,290(205,768)△378,058

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 
メディア事業

　　
(千円）

ＩＴ事業
（千円）

マーケティン
グ事業 
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
 (千円）

連結
（千円）

売上高                         

(1）外部顧客に対する売上高 6,539,7811,050,4403,340,51610,930,737－ 10,930,737

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高
169,20060,355 19,473249,028(249,028)－

計 6,708,9811,110,7953,359,98911,179,766(249,028)10,930,737

営業損失（△） △152,201△11,352 △98,768△262,322(172,503)△434,826

（注）１　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分に属する主な事業内容

(1）メディア事業 出版物の制作・販売

(2）ＩＴ事業 システム開発等

(3）マーケティング事業

　　

販売促進・支援、マーケティングリサーチ、各種コンサル

ティング
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 
　　日本　
(千円）

米国
（千円）

 計 
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
 (千円）

売上高                     

（1）外部顧客に対する売上高 4,385,711156,1784,541,890 － 4,541,890

(2）セグメント間の内部売上高又は振替高 －  － －    － －

計 4,385,711156,1784,541,890 － 4,541,890

営業利益又は営業損失（△） 55,824 △3,081 52,742(84,609)△31,866

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 
　　日本　
(千円）

米国
（千円）

 計 
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
 (千円）

売上高                     

（1）外部顧客に対する売上高 3,465,646144,4583,610,104 － 3,610,104

(2）セグメント間の内部売上高又は振替高 －  － －    － －

計 3,465,646144,4583,610,104 － 3,610,104

営業利益又は営業損失（△） 14,621 30,487 45,109(75,538)△30,428

前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 
　　日本　
(千円）

米国
（千円）

 計 
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
 (千円）

売上高                     

（1）外部顧客に対する売上高 12,903,856373,37213,277,228 － 13,277,228

(2）セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － －

計 12,903,856373,37213,277,228 － 13,277,228

営業利益又は営業損失（△） 32,875△64,386△31,511(346,546)△378,058

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 
　　日本　
(千円）

米国
（千円）

 計 
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
 (千円）

売上高                     

（1）外部顧客に対する売上高 10,523,150407,58710,930,737 － 10,930,737

(2）セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － －

計 10,523,150407,58710,930,737 － 10,930,737

営業利益又は営業損失（△） △242,473 36,085△206,388(228,437)△434,826

（注）１　国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２　本邦以外の区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。

　米国・・・ハワイ州、ニューヨーク州
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

　海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）

前連結会計年度末に比べて著しい変動はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）

該当事項はありません。　

 

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

当四半期連結会計期間におけるストックオプション等については重要性が乏しいため記載を省略しております。

　

 

（企業結合等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額    27円37銭 １株当たり純資産額 47円32銭

（注）１株当たり純資産額の算定の基礎は、以下のとおりであります。

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）　

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

四半期連結貸借対照表の純資産の

部の合計額
2,887,940千円

普通株式に係る純資産額 1,317,999千円

差額の主な内訳 　

新株予約権 9,056千円

少数株主持分 1,560,884千円

普通株式の発行済株式数 62,994千株

普通株式の自己株式数 14,845千株

１株当たり純資産額の算定に用い

られた普通株式の数
48,149千株

連結貸借対照表の純資産の部の合

計額
3,673,262千円

普通株式に係る純資産額 2,278,669千円

差額の主な内訳 　

少数株主持分 1,394,593千円

普通株式の発行済株式数 62,994千株

普通株式の自己株式数 14,844千株

１株当たり純資産額の算定に用い

られた普通株式の数
48,149千株

　

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額    37円38銭 １株当たり四半期純損失金額    20円07銭 

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益額について

は、潜在株式は存在しますが１株当たり四半期純損失であ

るため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益額について

は、潜在株式は存在しますが１株当たり四半期純損失であ

るため記載しておりません。

　

　（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額

  四半期純損失    1,800,021千円　

  普通株主に帰属しない金額 －　千円

  普通株式に係る四半期純損失         1,800,021千円　

  普通株式の期中平均株式数            48,150千株

１株当たり四半期純損失金額

  四半期純損失    966,350千円　

  普通株主に帰属しない金額 －　千円

  普通株式に係る四半期純損失         966,350千円　

  普通株式の期中平均株式数            48,149千株

    希薄化効果を有しないた

め、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益の算定に含ま

れなかった潜在株式で、前連

結会計年度末から重要な変動

があったものの概要

　―

 

 

 

 

    希薄化効果を有しないた

め、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益の算定に含ま

れなかった潜在株式で、前連

結会計年度末から重要な変動

があったものの概要

　―
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前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額   7円89銭 １株当たり四半期純損失金額   2円04銭 

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益額について

は、潜在株式は存在しますが１株当たり四半期純損失であ

るため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益額について

は、潜在株式は存在しますが１株当たり四半期純損失であ

るため記載しておりません。

　

（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額

  四半期純損失          379,712千円　

  普通株主に帰属しない金額 －　千円

  普通株式に係る四半期純損失           379,712千円　

  普通株式の期中平均株式数           48,150千株

１株当たり四半期純損失金額

  四半期純損失          98,080千円　

  普通株主に帰属しない金額 －　千円

  普通株式に係る四半期純損失           98,080千円　

  普通株式の期中平均株式数           48,149千株

    希薄化効果を有しないた

め、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益の算定に含ま

れなかった潜在株式で、前連

結会計年度末から重要な変動

があったものの概要

　―

 

 

 

 

    希薄化効果を有しないた

め、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益の算定に含ま

れなかった潜在株式で、前連

結会計年度末から重要な変動

があったものの概要

　―

 

 

 

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　前連結会計年度末に比べてリース取引残高に著しい変動はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月13日

セブンシーズホールディングス株式会社

取締役会　御中

　                                               才和監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 原　　健人　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 野村  光裕　　印

  当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセブンシーズホー

ルディングス株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20

年10月１日から平成20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計

算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立

場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、セブンシーズホールディングス株式会社及び連結子会社の平成20年12月

31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３

四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において

認められなかった。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月12日

セブンシーズホールディングス株式会社

取締役会　御中

　                                               才和有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 原　　健人　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 野村  光裕　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセブンシーズホール

ディングス株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年

10月１日から平成21年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算

書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場

から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、セブンシーズホールディングス株式会社及び連結子会社の平成21年12月

31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３

四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において

認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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